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「
３
つ
の
行
動
」
と
「
政
治
の
転
換
」
で

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え
る
新
年
に

謹賀新年

明
け
ま
し
て

　       　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
、
お
健
や
か
に
佳
き
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り

県
労
連
運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
は
、
未
だ
収
束
の
見
通
し
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
月
４
日
の
時
点
で
全
世
界
の
感

染
者
数
は
８
４
０
０
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
。
世
界
人
口
の
約
７
８
億
人
に
対
し
、

１
０
０
人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
県
内
で
も
１
１
月
下
旬
か

ら
の
感
染
拡
大
は
、
県
民
生
活
や
経
済

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
世
界
が
未
曾
有
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
中
、
低
所
得
者
ほ
ど
コ
ロ
ナ

危
機
で
い
の
ち
と
く
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
や
国
内
の
労
働
者
の
約
４

割
が
非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
年
収
２
０

０
万
以
下
の
労
働
者

は
１
０
０
０
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
新
自

由
主
義
政
策
の
も
と

で
、
コ
ロ
ナ
危
機
か
ら

い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
り
き
る
た
め
に
も
、

格
差
の
解
消
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
賃
金

の
底
上
げ
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５

０
０
円
の
実
現
を
め
ざ
す
た
た
か
い
が
、

い
よ
い
よ
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
新

自
由
主
義
に
基
づ
い
て「
小
さ
な
政
府
」

が
推
し
進
め
ら
れ
、
公
務
公
共
部
門
の

縮
小
・
切
り
捨
て
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
自
己
責
任
論
に
基
づ

き
社
会
保
障
が
切
り
捨
て
ら
れ
、
医
療

機
関
や
保
健
所
な
ど
が
削
減
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、

新
自
由
主
義
で
は
こ
の
危
機
を
乗
り
越

え
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菅
政
権
は
新

自
由
主
義
路
線
に
固
執
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
推
進
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
通
し
て
、
国
民
の
管

理
統
制
強
化
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
日
本

学
術
会
議
会
員
の
任
命
拒
否
に
端
的
に

表
れ
て
い
る
強
権
的
な
政
治
姿
勢
も
、

執行委員長　筒井　敬二

民
主
主
義
を
守
る
上
で
大
き
な
問
題
で

す
。
一
方
、
今
年
は
、
１
月
２
２
日
に

史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
化
す
る
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
す
る
、
歴
史

的
な
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
２
０
２
１
年
国
民
春

闘
は
た
た
か
わ
れ
ま
す
。
県
労
連
は
、

２
１
春
闘
で
は
、「
３
つ
の
行
動
」
と
「
政

治
の
転
換
」
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
を
重
点
に
し
て
い
ま
す
。
「
３
つ
の
行

動
」と
は
、
①
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
・

底
上
げ
で
誰
も
が
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ

る
生
活
を
つ
く
る
行
動
、
②
安
定
雇
用

と
労
働
時
間
規
制
で
人
間
ら
し
く
働
く

ル
ー
ル
を
つ
く
る
行
動
、
③
い
の
ち
が
守

ら
れ
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
・
社
会

保
障
と
公
共
体
制
を
つ
く
る
行
動
、
で

す
。
そ
し
て
、「
政
治
の
転
換
」
は
、
菅

政
権
に
厳
し
い
審
判
を
下
し
、
野
党
連

合
政
権
の
誕
生
の
も
と
、
立
憲
主
義

を
回
復
し
、
国
民
が
主
人
公
の
政
治
へ

の
転
換
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
と
際
厳
し
い
情
勢
で
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組
合
と
し
て
、
い

の
ち
と
く
ら
し
、
雇
用
、
そ
し
て
地
域

を
守
る
た
め
、
職
場
を
基
礎
に
、
地
域

に
出
て
、
奮
闘
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

県
労
連
と
し
て
２
０
２
１
年
を
旺
盛
に
た

た
か
う
決
意
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

執
行
委
員
長
　
筒
井
　
敬
二

副
委
員
長
　
坂
本
　
忠
雄

副
委
員
長
　
樫
原
　
正
彦

副
委
員
長
　
畑
山
　
佳
代

副
委
員
長
　
橋
詰
　
雅
彦

書
記
長
　
牧
　
耕
生

書
記
次
長
　
中
尾
　
宏

執
行
委
員
　
前
田
　
研

執
行
委
員
　
八
木
　
敬
三
郎

執
行
委
員
　
竹
内
　
大
将

執
行
委
員
　
小
澤
　
幸
次
郎

執
行
委
員
　
竹
嶋
　
昇
吾

執
行
委
員
　
大
原
　
髙
宏

執
行
委
員
　
吉
田
　
隆
司

執
行
委
員
　
清
水
　
広
志

執
行
委
員
　
筒
井
　
典
子

執
行
委
員
　
酒
井
　
茂
里

県
労
連
役
員
一
同
、
新
し
い
年

も
運
動
の
前
進
を
作
り
出
す
た

め
に
、
日
々
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

本
年
も
県
労
連
を
ど
う
そ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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１
月
　

県
労
連
３
０
周
年
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

厳
し
い
中
で
も
運
動
を
継
続

　
２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
止
ま

ら
な
い「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
取
り
組
ま
れ
た
１
年
で
し
た
。「
コ
ロ
ナ
だ

か
ら
ダ
メ
」
で
は
な
く
「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
こ
そ
」
が
労
働
組
合
に

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
１
年
を
振
り
返
り
、
新
た
な
年
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

３
月

四
国
総
行
動

2020年を振り返る
２０２１年 「新年号」 特別企画

５
月

最
低
賃
金
キ
ャ
ラ
バ
ン

８
月

最
低
賃
金
審
議
会
異
議
申
立
て

６
月

平
和
大
行
進
リ
レ
ー
ト
ー
ク

５
月

メ
ー
デ
ー
宣
伝

５
月

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

９
月

郵
政
裁
判
報
告
集
会

２
月

第
３
４
回
中
央
委
員
会

　
集
会
が
無
く
な
っ
た
メ
ー
デ
ー

に
合
わ
せ
、
全
国
一
斉
の
労
働

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
最
低
賃

金
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
地
域
経

済
の
活
性
化
が
必
要
と
最
賃

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
２
円
引
き
上
げ
の
答
申
に
対

し
、
こ
う
ち
生
協
労
働
組
合
の

町
田
書
記
次
長
が
異
議
申
し
立

て
の
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

　
集
会
が
無
く
な
っ
た
メ
ー
デ
ー

で
す
が
、
県
労
連
や
民
商
、
共

産
党
な
ど
で
街
頭
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

　
国
民
平
和
大
行
進
高
知
市
実

行
委
員
会
は
、
行
進
を
し
な
い

代
わ
り
に
、
県
庁
前
交
差
点
に

て
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　
郵
政
産
業
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
高

知
支
部
か
ら
７
名
が
原
告
団
に

加
わ
り
、
格
差
是
正
を
求
め
て

裁
判
を
た
た
か
っ
て
い
ま
す
。
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結成大会

たたかえ！ローレンジャー！！

「公私混同」

１
１
月

１
１
・
５
全
国
統
一
行
動

１
２
月

国
民
大
運
動
実
行
委
員
会

　
　
　
　
副
知
事
・
教
育
長
要
請

１
２
月

く
ら
し
あ
っ
た
か
村

学
生
支
援
＆
相
談
会

１
０
月

青
年
部
第
２
６
回
定
期
大
会

１
０
月

１
０
・
１
最
賃
改
定
周
知
宣
伝

１
１
月

守
ろ
う
平
和
な
く
そ
う
原
発

９
月

県
労
連
第
３
３
回
定
期
大
会

　
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
賃
上
げ

で
地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
か

り
、
労
働
組
合
の「
見
え
る
化
」

を
進
め
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
改
定
に
合
わ
せ
、

全
国
一
斉
の
改
訂
周
知
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。
高
知
県
は
２
円
の

引
き
上
げ
で
９
７
２
円
で
す
が
、

こ
れ
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
の
再
建

も
ま
ま
な
ら
な
い
と
訴
え
ま
し

た
。

　
大
会
で
は
、
参
議
院
選
挙
と

知
事
選
挙
に
出
馬
し
た
日
本
共

産
党
の
松
本
け
ん
じ
氏
を
講
師

に
「
政
治
と
の
距
離
を
考
え
よ

う
」
の
テ
ー
マ
に
、「
自
分
が
総

理
に
な
っ
た
ら
」
な
ど
政
治
と

要
求
実
現
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
国
統
一
行
動
に
呼
応
し
、

労
働
局
要
請
と
宣
伝
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
労
働
局
で

は
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請

件
数
の
少
な
さ
と
社
会
福
祉
協

議
会
の
緊
急
小
口
貸
付
の
多
さ

に
つ
い
て
指
摘
し
、
指
導
を
求
め

ま
し
た
。

　
２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
音

楽
や
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
経
済
波
及
効
果

の
調
査
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
大
学
な
ど
と
も
共
同
し

て
実
施
す
る
よ
う
副
知
事
へ求
め

ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
２

月
８
日
で
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
７
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
カ
ン
ノ
イ
リ
」

で
し
た
。
当
選
者
は
左
の
方
々
で

す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①一年で一番夜が長い　③――を持て余す　⑤近頃。――

の出来事　⑦雨が降ること。弾丸――　⑨模擬試験の略　⑩

寒い朝、――がおりる　⑫――も若きも　⑭――徹底し情報

共有　⑯亀の――より年の――　⑰不利の対

【タテのカギ】①むだ骨。

――に終わる　②――出

勤、――ボケ　③満ち潮

の対　④一十百千――　

⑥サツマ――　⑧啄木の

―― 「一握の砂」　⑪合

格めざし――勉強　⑬囲

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

「
な
か
ま
」　
年
金
者
組
合

武
井　

美
冬　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

笹
岡　

俊
夫　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
国
公
）

松
岡　

る
い　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

炉裏。 読みは　⑭力士が――を踏む　⑮

治ること。 完全――

　
　
年
金
者
組
合
は
、
昨
年
１
２
月
１
５

日
、
厳
し
い
寒
気
の
中
で
、
高
知
市
は

おたよりの紹介

○衆議院総選挙の話題を見て、真っ先に「投票ってどうなる

んだろう」 って思ってしまいました。 自治労連 （K ・O）

○久しぶりの雪にびっくり、コロナに負けないで、健康に気を

つけ、 「知る」 「考える」 「行動」 今年頑張ります。 自治労連

（R ・M）

○生まれも育ちも高知県ですが、純真、お馬が別の伴侶と一

緒になったのは知りませんでした。 土佐人らしいですね。自

治労連 （Ｓ・Ｙ）

○コロナが早く落ちついて、Goｔoトラベルが復活したらいろん

な場所へ旅行にいきたいです。 自治労連 （E・F）

○昨年と違い急激に寒くなりました。野菜の価格なども気にな

ります。農業分野への支援をもっと拡充してもらいたいですね。

自治労連 （S ・K）

○「国民の知る権利と報道の自由を保障する」との政策要望

があったが、無秩序な保障を許せば、権利全体、人権問題

に発展する。 新型コロナ禍の今、 よくお分かりのはずだが、

今重要なのはむしろ逆。 人権侵害とならないよう情報を厳選

し、 知る権利の範囲をしぼること。 自治労連 （T ・N）

○コロナ禍の影響のことが書かれていましたが、自宅近くの飲

食店も休業している店舗があり、感染拡大の影響を感じます。

いつもの賑わいがいつか来る事を願ってます。国公労連（T・

S）

○教育改革といえば先日、授業のためにアカウント作成の誓

約書がきました。賛成で記入（押印も…）しましたが拒否した

場合どうなるかが不明で具体的に何に使うかも分からない内容

でした。外国の先進地では導入したものの紙に戻した国もある

そうです。高校生からでよさそうな気もします。自治労連（T・

Y）

り
ま
や
町
・
四
国
銀
行
前
で
、
年
金
の

毎
月
支
給
を
求
め
て
１
７
人
が
参
加
を

し
て
、
宣
伝
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

勢
ぞ
ろ
い
の
オ
レ
ン
ジ
の
ブ
ル
ゾ
ン
が
ひ
と
き

わ
通
行
人
の
目
に
と
ま
り
、
掲
げ
た
プ

ラ
ス
タ
ー
・
桃
太
郎
旗
・
横
断
幕
に
近

寄
っ
て
関
心
を
示
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
何
か
と
制
約

が
あ
り
、
不
十
分
な
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
組
合
員
同
士
の
対
話

や
通
行
人
か
ら
質
問
も
あ
っ
た
り
し
て

有
意
義
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
の
記
者
か
ら
取
材
を
受
け
た

高
知
市
支
部
の
小
沢
幸
次
郎
さ
ん
は
、

「
年
金
は
生
活
保
障
が
基
本
な
の
に

ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ
る
。
４
３
歳
の

自
営
業
の
息
子
も
将
来
不
安
を
大

き
く
し
て
い
る
。
声
を
上
げ
ら
れ
な

い
人
の
分
も
宣
伝
し
、
年
金
制
度
の

改
善
を
し
て
い
き
た
い
」と
取
材
に
応

じ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
１
月
８
日
、
県
労
連
・

新
春
早
朝
宣
伝
行
動
に
も
６
人
が
参

加
。
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
氷
点

下
４
度
の
も
と
で
闘
志
を
込
め
て
自

治
労
連
や
県
教
組
の
仲
間
と
と
も
に

総
勢
１
２
人
が
２
０
２
１
年
、
春
闘

ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。


